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〈論 説〉
価格不確実性下の供給行動について
大 澤 定 順
第1節
新古典派経済理論において,完 全競争に最 も近い市場 として例示されるのは,
農産物市場である(・).しかレ 現実Uこは,米,麦,野 菜・離 激 どの主要な
作物について,種々の価格政策や,作付制限 ・奨励等の数量面での政府介入が行
なわれており,農産物市場はそのような政策介入を制度的枠組 とした競争の行
なわれ る市場 ととらえるぺきであるω。 こうした視点を明確にもったモデル分
析が従来ほとん ど行なわれていなかったために,「農業経済学」の文献 の多 く
は制度的議論に重きを置き,個 々の問題を論じる際の論理展開を支える「分析」
については初歩的な需要法則を援用する程度であった。また他方では,市 場メ
カニズムがもた らす 「最適性」の議論の前提及び 「最適性」の性格について問
うこと無 諸 問題の鰍 は市場原理の適用により可能であるといった乱暴な
議論も行なわれている。
冒頭に述べた ように,農産 物市場においては政府の種々の介入が存在してい
る。 これは,農 産物生産が 日本の場合には主として小規模な自営農民に よって
担われてお り,彼らの生計維持が 「基本法農政」のもとで重要な政策目標 とし
て掲げられたためである.鑓 物生産は自然 とい う不蕨 腰 因に影響を うけ
て豊凶の差を生じ,工業製品に比べて価格が変動しやすいこと・そしてs資 本









確難 下の繍 主体分析の常で,大 澤 〔9〕の比鱒 学分析は符号判定につし、
て両義的な結果鱒 いていることが多し・.そ こでこの論文では,大 澤 〔9〕の
一般的な仮定に代えて洛 騰 及び騨 変数に
ついて適当に縦 化を行ない,
更に立ち入 つた比輔 学分析を行な う.ま ず,第2節 では ⑳(大 澤 〔9〕P.2
参照)とい う介入を行なっ塒 の比鱒 学分析を行な う.〈pl〉は激 府が提
示する価格での売 り渡し契約に事前に応じた生産者の供給量をすべて買い取る
ものであ り・縦 醒 を不Y性 と無関係に操作できるとい う利点をもつが
s
そのために肺 場で成立する限界収入の評価額(大 澤 〔9〕,P.3,(2.7)のr)
より高い提示価格を設定レ 生麟 の主導のもとに決ま糧 を全て職 しなけ
ればならない・Y者 への転売にあ たっては,「縦 蝿 の蘇 」とい う目標
のために要したコス トは転嫁しにくいので,<pl>は多大な予算を必要 とす る
であろ う・そ うした予算制約鍾 要であると議 され る時,〈p2>(大澤〔9〕,P.9
参照)の ような介入が行なわれやすい。第3節 では,〈p2>につい ての比較静
学分析を行な う。その際,買 入れ数量に上限がある場合,価格引上げは総生産
量増加への誘因とならないとい う意外な結果が導出される。減反政策のもとで
も賜 に 「酪 引上げによる生産鰍 の向上」が唱えられているが,こ の結果
はそ うい う論理への反例 として重要である。また,予 算一定とい う制約がある
場合に,価 格引上げと購入数量上限の引き上げが生産者の決定に及ぼす影響を
分析し,価 格を引き下げて政府購入量を増やすとい う政策のほ うが生産者にと
つて有利であるとい う結果を得る。







生 産 者 の 直 面 す る需 要 関 数 を,1次 関 数 を 用 い て
p=一 ¢q-一}-b-}-u
a,b:正の 定 数 。
(







と特定化す る。次に,生 産費用については,2次 関数を用いて
C〔4〕=492十角
d,f:正の定数。
(C:費 用 関 数 。
と特 定 化 す る。
政 府 介 入 の 無 い 場 合,生 産 者 の利 潤 は
π=(-aq+酔 の9一 吻2-fq
=一(a十d)92十(う一∫)4十uq




と な る 。 し た が っ て 利 潤 の 期 待 効 用 は
EU〔π〕=一 β6一α(M+P9)一(1一β)e一αM
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=-8醐 配M(βθ同α岬+1-一β)
と な る 。EU〔 π〕 をqに つ い て 微 分 す る と,
瑞 ≡dEU〔 π〕/dq




と な る 。 内 部 最 適 解 グ の 存 在 条 件(大 澤 〔9〕,p.3,(2.5)参照)が 満 た さ れ
て い る と 仮 定 す る と,4"に お い て
E4--0(2
.1)



































と な る の で,∂qu/∂a<0,∂qu/∂b>0,∂qu/∂α<0,∂qu/∂μ薯0,∂g"/∂β>0と な る。
大 澤 〔9〕,p.3,(2.7)よりs4"に お げ る 限界 収 入 の 評 価 額7は,quに お け
る 限 界 費 用C'〔gつ に 等 し く,
dr/dqu=び>0
で あ る の でsquが 高 い ほ どYは 高 くな る。rはs大 澤 〔9〕,p.4,〔命 題1〕 〈CZ>
に 見 られ る よ うに,価 格 不 確 実 性 に 直 面 す る生 産 者 が,市 場 の み に 財 を 供 給 す
るか,或 い は,政 府 と も契 約 し て 財 を 販 売 す るか,を 決 定 す る に あ た っ てpaの
限 界 値 とい う性 格 を も っ て い る。 し た が っ て,他 の事 情 一 定 とし て,
① 需 要 関 数 の 傾 ぎが 大 き く,供 給 量 の変 動 に 対 す る価 格 の 変 動 が 大 ぎ い ほ ど,
② 需 要 関 数 の 切 片 が 小 さ く 「確 実 に 」 得 られ る1単 位 当 り価 格 が 小 さ い ほ ど,
③ 生 産 者 の絶 対 的 危 険 回 避 度 が 大 き い ほ ど,
④ 価 格 不 確 実 性 に つ い て 有 利 な 状 態 の 生 じ る確 率 が 低 い ほ ど,
よ り低 い ρ。で,生 産 者 の 行 動 に 影 響 を 及 ぼ す こ とが 可 能 で あ る,と い う結 果
に な る。
次 に,大 澤 〔9〕,p.3,<D*/とい う仮 定 の も とで,政 府 が くpl>のよ うな
介 入 を す る と仮 定 し よ う。 この 時 の 生 産 者 の 利 潤 は,
π={一α(9一皿)+b+u}(9-¢)+卸一一49L角
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=一 σ(q-一一x)2+b(9一記)+p。コじ一吻2一力+〃(q-x)
と な る の で,利 潤 の う ち 確 率 変 数 で 無 い 部 分m(g一 詔)2+b(g一⑳+ρ 拶 一・吻2




と な る 。 し た が っ て,利 潤 の 期 待 効 用 は
EU〔π〕=一 βガ α{N+μ(9一の} (1一β)8-aN
=噛一θ一αN(β6一卯(q-x)+1一β)











と な る 。 内 部 最 適 解q*,x*の 存 在 条 件(大 澤 〔9〕,P.4,〔命 題1〕 参 照)が 満
た さ れ て い る と仮 定 す る とs4*iが に お い て
εg=0(2 .2)
E_二・0(2 .3)
と な る 。(2.2)(2.3)よ り,
ハ唇 一 ハ傷
と な り,NQ,Nxの 定 義 か ら,
-2(a十4)4*+tax*十∂一ノ=一一Za(4*-x*)十う一ρo
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す な わ ち,
q*-p2d(2.4)
と な る(大 澤 〔9〕,P.5,(2.・5)式参 照).し た が っ て ・ ∂q*/∂ρ・=1/2d>0と な
り,「 政 府 購 入 価 格 の 上 昇 に よ りs総 生 産 量 は 増 加 す る 」(大 澤 〔9〕・P・7・〔命 題








(内部 最 適 解 の存 在 に つ い て の 仮 定 か ら。 また,本 節 の 仮 定 の も とで は,(2.3)よ
り,
鑑一μ=ラ鉾 島調)
で あ り,0<N。<μ とな るの で,こ の 不 等 号 は 確 か に 成 立 し て い る 。)
εη≡ ∂ε。/∂gl吻 ㌔x*






とな る の でfax*/∂po>0,すな わ ち,「 政 府 購 入 価 格 の 上 昇 に よ り・政 府 へ の販
売 量 は 増 加 す る」(大澤 〔9〕,P・7,〔命題3〕(ii)参照)。 し た が っ て ・ 政 府購 入 価
格 の 上 昇 は,政 府 が 生 産 者 に 対 し て 支 払 う金 額 かoコじ*を増 加 さ せ る。 ま た ・ 上
の2つ の 結 果 か ら






と な るの で 「政 府 購 入 価 格 の上 昇 に よ り,市 場 へ の 販 売 量 は 減 少 し,し た が っ
てi市 場 価 格 の 期 待 値 は 上 昇 す る」(大澤 〔9〕,p.7,〔命題3〕(ii}参照)。 更 に ,




と な りy「φoの 上 昇 に よ り,生 産 者 の 期 待 効 用 は増 加 す る」 とい う結 果 に な る。
ま た,需 要 関 数 の 傾 きa,切 片 西,生 産 者 の 絶 対 的 危 険 回 避度 α,有 利 な 状 態
の 程 度 μ と確 率 β の 変 化 に つ い て は,(2.4)か ら4*はa,〃,α,μ,β と無 関




















』 αθ一・Nβ6嫡 申一2・)(N。一 μ){一 μ(q*-x*)}
=一 αθ　 Nμ(4*-x*){-N』(1一 β)}











したが って,他 の事情一定 として
① 需要関数の傾 きが大 ぎいほ ど,
② 需要関数 の切 片が小さいほ ど,
③ 絶対 的危険回避度が大きいほ ど,




需要関数,効 用関数,費 用関数については前節 と同様 に特定化 し,〈ρ2>の
ような介入がある時の生産者の行動を検討 し よう。上限が有効でix。〈x*と
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=α6一曜{篤(r-(4.-x・'+1-Q)一 βμ 一噛o-・ ・)}
>0(3 .2)









で あ る の で,∂召0/のo=0とな り,他 の 事 情 一 定 と した 場 合 「政 府 購 入 価 格 の 変
化 は,総 生 産 量 に 影 響 を 与 え な い 」 と い う意 外 な 結 果 と な る。 これ は ,効 用 関
数 等 に つ い て の 特 定 化 に 依 存 した 結 果 で あ りs一 般 化 す る こ とは で き な い が ,
価 格 及 び 数 量 の 双 方 を 操 作 し て 介 入 を 行 な う場 合 に 生 じ うる1つ の 事 例 と し て
注 目に 値 す る。 政 府 へ の 販 売 量 は 変 化 し な い の で,p。 の 上 昇 に よ り市 場 へ の

















で あ る の で,∂ 召。/砒o>0と な る 。 ま た,(3.3)(3。4)よ り,
εσx。=-Eq9?鸞e-aN。2d(/fie-cr,uC4°-x')+1一β)
と な る の で,














増加させ るが,そ の上限が依然 として有効であ る場合には総生産量の増分はxo
の増分には及ばない。したが って,市 場への供給量は減 少し,市 場価格の期待
値は上昇す る」 とい う結果になる。
さてs今 までは政府購入量の上限xoは 他の変数 と独立に与え られ ると考え
てきた。 しか し,〈p2>のような政策を採用す るのは,米 の減反政策 に 見 られ
るように,政 策実行にあた って予算制約が厳 しくな った ことを契機 とす ること
が多いであろ う。その場合s記oは政府の購入価格poと 関連づけて決 め られ る。
単純化のために,以 下ではpoxo=B(Bは予算制約を表わす正の定数)と 仮定 しよ
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う◎この場合,






とな り・Bを 一定 としたpaの 上 昇(す なわち 認。の減少)は 総生産量を減少 さ













(2)馬場他 〔1〕r大内 〔5〕,土屋 〔7〕参照。
(3)以下,1砿MQ等 について グ で評価 した旨の表記 を行 なわないが,混同の恐れは無いであろ う。
(4)以下,N,Ny等 について4*,♂ で評価 した旨の表記を行 なわないが,混 同の恐 れは無いであ
ろ う0
(5)以下,N,NQ等 について4。,x。で評価 した 旨の表記を行 なわ ないが,混 同の恐 れは無いであ
ろ う。
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